
【現状確認ワークのフロー説明】 
 
事前準備：付箋配布、記入用ペン配布（もしくは個人準備） 
       実施コンピテンシー項目×●枚の付箋を個人に配布 
 
１．「付箋にコンピテンシーに沿った行動内容を書き出します。一つの 
   コンピテンシーにつき●枚です」 
 
２．「全員が書き出した付箋をコンピテンシー毎に集約します」 
 
３．「集約された付箋を１枚ずつ確認し、書かれている行動がコンピテン  
   シー行動として基準・ランクのどこにあてはまるのか考え、その基 
   準・ランクを記入していきます」 
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【コンピテンシー再確認】 
 
「コンピテンシーを端的に説明する際によく言われるのは『できる人の行動特性』 
 です。ただ、これだと、人にひもづくものという捉え方になりがちでわかりづらい 
 ですね。従って、『高い成果につながる』『高い価値発揮につながる』行動特性 
 と認識しましょう。行動特性は『いつでも発揮できる行動のクセ・パターン』と言い 
 換えることができます。 
 
 その行動特性を持っていると、すなわち行動が取れると高い成果を出す、高い 
 価値発揮ができるということなので、会社としては、皆がそれを身に付け高め 
 ることができれば業績があがるといったメリットにつながります。コンピテンシー 
 制度を取り入れる意義・意味です。 
  
 例えば、富士山登山で考えてみましょう。 
 富士山はある程度体力があれば登ることができます。 
 しかし、富士山登山に必要なコンピテンシーがある人とない人では、大きな違い 
 が出るわけです」 
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【コンピテンシー評価の目的】 
 
「階層や職種毎のコンピテンシーが明確になれば、組織にとっては大きな
メリットがあります。一般的には3点挙げられます。 
 
①そのコンピテンシーがあれば高い成果をあげられることが分かっている
のですから、そのコンピテンシーを持ち合わせた人材を採用することで、組
織は成長します。 
 
②個人が持っているコンピテンシーが把握できれば、それを最大限に発揮
できる部門や仕事につけることで、個人も組織も成長できます。 
 
③職務に必要なコンピテンシーを開発していくことは、当然成長につなが
るため人材育成として活用できます。 
 
貴社においては、              いう目的が設定されていますね」 
→クライアント企業の目的を共有 
 
 
 



【運用課題③の想定要因と対策】 
 
①被評価者  
   認識違い：自分が自己評価に甘いのか厳しいのか把握する 
   説明能力：やっている、できているのに、説明が下手な人、説明を面倒くさ 
          がる人がいる。もったいない。言葉で伝えるトレーニングを行う 
          なり、資料を準備するなりで対策を取る 
 
②評価者 
   ブランドイメージやバイアス：その人のイメージで決めつけてしまう 
   コンピテンシー評価は結果・成果ではなく行動にフォーカスするもの 
   しかし、結果・成果は分かりやすいので、そちらに引きずられてしまう 
   ケースも多い 
 
③すり合わせ 
   そもそもの認識がずれていると、お互いに正しいと思っていることが平行 
   線をたどるため、事前のすり合わせを徹底することが必要 
 
「①②③いずれにも言えることは、他者と比較する。言葉で示されている以上、 
 捉え方が異なり、同じ事象をみても判断がずれるのは当然。色んな人に相談 
 をして全体で基準に対する判断をすり合わせていくことが重要です」 
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【運用課題③の想定要因と対策】 
 
「コンピテンシー評価を実施する際の注意事項についていくつかお伝え
します」 
 
1．できた、できていない、が直近だけではないか？前月だけたまたま発 
  揮できていた、行動できていた、いなかったでは意味がない。 
 
4．「特性」という言葉に意識がいくと、「ある・ない」で判断されがちだが、 
  「常に発揮している・できる」の視点が大事。すなわち行動に現れて 
  いないとコンピテンシー評価としては低くなる 
  よく、フォロー意識の強い上司が引き出すために「こんなことやってな 
  い？」と質問して「そういえば・・・1個、2個あります」というケースで評 
  価することがあるが、それは適切ではない。 
 
5．ここは評価とは関係なく制度としての話になるが、何のためにやるの 
  か、ということを見失ってはいけない。実行して成果につながらない 
  のであれば、コンピテンシーそのものがずれている可能性がある。 
  相手・お客様にとって有用でない場合、時代や環境に合わなくなった 
  場合はコンピテンシーや基準行動を見直す必要性 もあり。 
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【納得感のある評価を行うには】 
 
１．各項目について補足説明 
 
 ・確認の仕方 
   「評価時に提出する内容は限りがあるので、コンピテンシー行動が 
   できていたか、についてしっかり掘り下げを行いましょう」 



【評価シミュレーションワーク案内】 
 
準備事項：模造紙、ペン（裏写りしないもの）を各テーブルに配布 
 

「最初にとりまとめされた付箋を、コンピテンシー評価基準・ランクに基づ
いてグループで模造紙にとりまとめます。 
 
このワークの目的は 
 
①自分の評価基準・ランクがあっているかどうか 
②他者の基準・ランク行動を知り、被評価者側は自分の行動の参考 
  事例として、評価者側は評価時のサンプル事例として蓄積 
③評価者側は更に上の尺度に引き上げるにはどうすればいいか 
  被評価者側は更に上の尺度に上がるためにはどうすればいいか 
  に気付く 
 
ということです。 
 
多数決ではなく、しっかり議論しながら進めて下さい」 
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